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 要 旨 

目的： 

小腸がんの病因において、喫煙、飲酒、体格のエビデンスは主にヨーロッパとアメリカ

からの症例対照研究に基づいている。 

 

方法： 

 中国、日本、韓国、シンガポール、台湾の 12 のコホート研究、平均 10.6 年追跡した 50

万人以上からなるデータを統合し、BMI、喫煙（男性のみ）、飲酒と小腸がんの関連につい

てハザード比を用いて検討した。 

 

結果： 

計 134 例の小腸がん罹患が観察された（腺がん：49 例、カルチノイド：11 例、他の組織

型：46 例）。BMI=22.6-25.0 に比し、BMI>27.5 のハザード比は 1.50（95％信頼区間：

0.76-2.96）と統計学的に有意ではない上昇傾向が観察された。喫煙者との関連は示されな

かった。非飲酒者に比し、>400g/週のエタノールを摂取する男性飲酒者のハザード比は 1.57

（0.66-3.70）であった。 

 

結論： 

本研究は BMI の上昇が小腸がんのリスクファクターであるだろうという仮説を支持し

た。飲酒の病因的役割が示された。本結果は小腸がんの疫学は結腸直腸がんの疫学と似て

いるという既存のエビデンスを強固にする。 

 

 

 


